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大
連
販
社
、為
替
リ
ス
ク
低
減

大
手
黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー

の
大
木
伸
銅
工
業

（
本
社

＝
東
京
都
板
橋
区
、
大
木

示
治
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

甲
国

ｏ
大
連
の
販
売
子
会

位
の
事
業
を
阪
和
興
業
の

子
会
社
に
無
償
で
譲
渡
し

た
。
同
拠
点
は
ひ
も
付
き

ユ
ー
ザ
ー
向
け
を
メ
ー
ン

に
黄
鋼
棒
の
在
庫
販
売
と

一
部
切
断
業
務
を
行

っ
て

き
た
が
、
今
月
１
日
付
で

人
員
も
含
め
て
阪
和
興
業

が
継
承
。
為
替
リ
ス
ク
な

ど
を
低
減
し
た
い
大
木
伸

銅
と
、
中
国
で
の
商
材
拡

大
を
図
る
阪
和
興
業
の
思

惑
が

一
致
し
た
。

大
連
大

木

伸
銅

工
貿

は
、
中
国
に
進
出
す
る
日

系
需
要
家
向
け
の
販
売
拠

点
と
し
て
２
０
０
３
年
に

設
立
。
保
税
地
区
に
倉
庫

を
構
え
、

０８
年
の
リ
ー
マ

ン

ｏ
シ

ョ
ッ
ク
前
は
年
間

１
８
０
０

ント
を
販
売
し
て

い
た
。
超
円
高
環
境
下
で

そ
の
後
は
１
５
０
０

ント
程

度
に
減

っ
た
が
、
昨
年
来

の
円
高
是
正
で
直
近
は
改

善
傾
向
。
決
算
も
黒
字
を

維
持
し
て
い
る
。

た
だ
、
黄
銅
棒
販
売
に

特
化
し
た
事
業
形
態
で
規

模
を
拡
大
し
て
い
く
の
は

難
し
い
と
み
て
お
り
、
為

替
変
動

へ
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ

ジ
負
担
も
大
き
い
。
ま
た

中
国
で
近
年
、
税
制
が
強

化
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
展

望
を
厳
し
く
す
る
。

こ
う
し
た
中
で
昨
夏
に

他
社

へ
の
事
業
譲
渡
の
方

針
を
固
め
、
取
引
関
係
に

あ
る
阪
和
興
業
が
打
診
に

応
え
た
。
阪
和
興
業
子
会

社
の
阪
和
商
貿

（
大
連
）

が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現

地
採
用
の
従
業
員
５
人
も

そ
の
ま
ま
雇
用
。
大
連
大

木
伸
銅
は
清
算
手
続
き
に

入
る
。
阪
和
商
貿
（大
連
）

は
現
在
、
鉄
鋼
部
門
と
食

品
部
門
の
２
本
柱
だ
が
、

今
回
の
事
業
継
承
に
よ
り

非
鉄
部
門
で
も
販
売
拡
大

を
図
る
。

大
連
の
販
売
量
は
数
社

の
ひ
も
付
き

ユ
ー
ザ
ー
向

け
が
大
半
を
占
め
、
ロ
ー

カ
ル
向
け
を
含
む
小
口
販

売
は

一
部
。
ひ
も
付
き
は

ユ
ー
ザ
ー
の
材
料
指
定
も

あ
る
た
め
、
事
業
譲
渡
後

も
大
木
伸
鋼
の
中
国
向
け

販
売
量
は
基
本
的
に
維
持

さ
れ
る
見
通
し
だ
。
業
績

へ
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
な

い
と
み
ら
れ
る
。

販
売
力
が
あ
る
阪
和
興

業
が
他
素
材
製
品
と
の
相

乗
効
果
で
需
要
家
を
増
や

せ
れ
ば
、
大
木
伸
銅
の
販

売
増
加
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
る
。
現
地
で
加
工

時
に
発
生
す
る
ダ
ラ
イ
粉

（
黄
銅
削
り
粉
）
は
大
木

伸
銅
工
業
に
リ
タ
ー
ン
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
今
後

も
継
続
す
る
方
針
。


